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そ
の
火
事
を

　
防
ぐ
あ
な
た
に

　
金
メ
ダ
ル

令
和
２
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　

令
和
２
年
６
月
12
日
に
、
愛
媛
県
消
防
協
会
の
定
時
評
議
員
会
及
び

臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
新
理
事
・
監
事
の
選
任
、
評
議
員
の
補
欠

選
任
、
協
会
長
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
消
防
協
会
の
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
大
き
な
責
任
の
あ
る
お
役
目
を
頂
き
、
改
め
て
気
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

こ
の
愛
媛
県
消
防
協
会
は
、
昭
和
23
年
に
消
防
団
員
の
民
主
的
自

主
的
機
関
と
し
て
創
立
さ
れ
て
以
降
、
火
災
の
絶
滅
、
平
和
日
本
の

建
設
に
貢
献
し
て
き
た
伝
統
の
あ
る
組
織
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

時
代
は
昭
和
か
ら
平
成
、
そ
し
て
令
和
へ
変
わ
り
、
地
域
の
形
態

や
社
会
情
勢
、
災
害
の
様
相
な
ど
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
「
自
ら
の
ま
ち
は
自
ら
が
守

る
」
志
は
、
今
後
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
次
世
代
へ
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
願
い
、
本
会
が
県
下
２
万
人

の
消
防
団
員
の
拠
り
所
と
な
り
ま
す
よ
う
、
精
い
っ
ぱ
い
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
協
力
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

土
居
敏
夫
協
会
長　

就
任
あ
い
さ
つ

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
消
防
協
会

評
議
員
会
・
臨
時
理
事
会
　
開
催

　

こ
の
た
び
、
新
居
浜
市
役
所
の
と
な
り
に
、
新
居
浜
市

消
防
防
災
合
同
庁
舎
が
完
成
し
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に

供
用
開
始
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
！

　

１
階
は
、
疑
似
体
験
を
通
じ
て
災
害
の
恐
ろ
し
さ
や
、

身
の
守
り
方
な
ど
を
学
ぶ
防
災
学
習
ゾ
ー
ン
。
市
民
の
み

な
さ
ん
が
防
災
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
無

料
・
予
約
制
）
※

　

２
階
の
シ
ア

タ
ー
ル
ー
ム
で
は

市
全
域
と
地
域
ご

と
の
災
害
特
性
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
２
階

に
は
開
放
感
あ
ふ

れ
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
消

新
居
浜
市
消
防
防
災

合
同
庁
舎
　
開
庁
！

防
エ
リ
ア
（
１
階
・
２
階
）、
消
防
本
部
エ
リ
ア
（
３
階
）、
上
下
水
道
局
エ
リ

ア
（
４
階
）、
危
機
管
理
・
災
害
対
策
エ
リ
ア
（
５
階
）、
屋
上
エ
リ
ア
が
設
け

ら
れ
、
新
居
浜
市
民
の
安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
核

と
な
る
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

※
他
市
町
の
方
も
予
約
を
す
れ
ば
、利
用
可
能
と
の
こ
と
で
す
。
詳
し
く
は
、

新
居
浜
市
市
民
環
境
部
危
機
管
理
課
（
防
災
セ
ン
タ
ー
）
０
８
９
７

－

６
５

－

１
５
８
３
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

愛
媛
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
実
施
し
て
い
る
「
未
来
の
消
防
団
加
入
促
進
事

業
」の
中
学
生
消
防
体
験
学
習
で
も
、利
用
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
未
来
の
消
防
団
加
入
促
進
事
業
」
は
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む

中
、
地
域
防
災
力
の
中
核
を
担
う
消
防
団
を
充
実
強
化
す
る
た
め
、
将
来
の
消

防
団
の
担
い
手
で
あ
る
高
校
生
、
中
学
生
等
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
近
い
将

来
の
入
団
を
促
進
し
、
消
防
団
員
の
確
保
と
若
返
り
を
図
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
の
中
学
生
消
防
体
験
学
習
で
は
、
愛
媛
県
消
防
学
校
を
は
じ
め
、
真
穴

中
学
校
や
川
東
中
学
校
な
ど
の
教
育
施
設
へ
の
出
張
学
習
や
、
四
国
中
央
市
消

防
本
部
に
あ
る
防
災
セ
ン
タ
ー
で
の
体
験
学
習
を
実
施
し
、
生
徒
た
ち
は
普
段

の
授
業
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
に
触
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
く
れ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
消
防
団
員
や
消
防
職
員
も
、

若
い
世
代
と
交
わ
る
こ
と
で
、「
消
防
」
と
い
う
仕
事
に
誇
り
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
近
い
将
来
、
一
緒
に
地
域
を
守
っ
て
い
こ
う
！
と
強
く
心
に
感
じ
る
良

い
機
会
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
く
で
き
た
新
居
浜
市
消
防
防
災
合
同
庁
舎
防
災
セ
ン
タ
ー
で
の
、
い
ろ

い
ろ
な
学
び
や
触
れ
合
い
を
通
じ
、
愛
媛
県
の
地
域
防
災
力
の
強
化
が
推
進
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

属　　　　　所職　役

会 長 土 居 敏 夫 久万高原町消防団長

副 会 長 堀 田 公 新居浜市消防団長（東予支部長）

副 会 長 大 西 浩 司 松山市消防団長（中予支部長）

副 会 長 藤 原 展 嘉 八幡浜市消防団長（南予支部長）

常務理事 芳 野 浩 三 愛媛県消防協会事務局長

理 事 石 川 勝 行 県市長会会長（新居浜市長）

理 事 岡 本 靖 県町村会副会長（松前町長）

理 事 中 島 恭 庸 県県民環境部防災局消防防災安全課長

理 事 中 矢 洋 造 県消防長会会長（松山市消防局長）

理 事 近 藤 英 樹 県消防長会（四国中央市消防本部消防長）

理 事 兵 藤 貞 樹 県消防長会（八幡浜地区施設事務組合消防本部消防長）

理 事 高 橋 公 一 西条市消防団長

理 事 曽我部 光 夫 四国中央市消防団長

理 事 後 藤 英 治 砥部町消防団長

理 事 稲 垣 聖 治 宇和島市消防団長

理 事 松 岡 増 幸 愛南町消防団長

評 議 員 近 藤 正 紹 県消防長会（西条市消防本部消防長）

評 議 員 沖 田 誠 二 県消防長会（伊予消防等事務組合消防本部消防長）

評 議 員 渡 部 純 三 今治市消防団長

評 議 員 柏 原 伸一郎 上島町消防団長

評 議 員 飯 尾 始 新居浜市消防副団長

評 議 員 白 木 統 務 西条市消防副団長

評 議 員 久 米 幸 一 四国中央市消防副団長

評 議 員 中 島 幸 一 東温市消防団長

評 議 員 嘉 村 重 雄 松前町消防団長

評 議 員 芳 野 正 至 松山市消防副団長

評 議 員 梅 岡 公 胤 伊予市消防副団長

評 議 員 立 野 好 仁 久万高原町消防副団長

評 議 員 矢 野 正 祥 大洲市消防団長

評 議 員 古 田 元 昌 内子町消防団長

評 議 員 兵 頭 秀 伊方町消防団長

評 議 員 渡 邊 広 道 松野町消防団長

評 議 員 渡 辺 正 弘 鬼北町消防団長

監 事 白 鞘 浩 志 今治市消防副団長

監 事 松 下 豊 繁 伊予市消防団長

監 事 廣 瀬 吉 孝 西予市消防団長

支 部 幹 事 宮 武 太 郎 東予支部・新居浜市消防本部

支 部 幹 事 玉 井 公 中予支部・松山市消防局

支 部 幹 事 上 田 忠 南予支部・八幡浜地区施設事務組合消防本部

令和2年度　　愛 媛 県 消 防 協 会 役 員 等
（令和2年6月12日現在）

氏　名
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砥
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町伊予市

内子町
大洲市

伊方町伊方町
八
幡
浜
市

西予市

鬼北町

松野町松野町

宇和島市

愛南町

「平成の大合併」～消防組織も大きく様変わり～
（えひめ消防第382号　平成17年8月25日発刊の記事）
　愛媛県の市町村合併は、平成15年4月の新居浜市による宇摩郡別子
村の編入合併を皮切りにスタートし、平成17年8月1日の宇和島市の
合併をもって一段落した。
　これにより、これまでの70市町村（12市44町14村）が20市町
（11市9町）となり、新しい愛媛の形が出来上がった。

　また、消防組織についても、消防団が70団から23団に、単独消防本部
が4本部から10本部に、組合消防本部が12本部から4本部になり、大きく
様変わりすることとなった。
　平成17年のデータについて、消防団員・消防吏員は4月1日現在の実
数。人口・世帯数は7月1日現在。面積は6月末｡（宇和島市については、
津島町・吉田町・三間町を合算）

　５％だった消費税は、10％に。郵政民営化、裁判員制度がスタートするなど、新たな価値観が動き出した。
　一番の変化といえば、デジタル化が急速に進んだことだろう。平成20年にiPhoneが日本国内で発売されて以来、それまで普及していた二つ折りの携
帯電話はガラケーと呼ばれ、今やスマートフォンがない生活は容易でなくなってきている。
　日本で40度を超える日がたびたび計測されるようになり、夏には猛暑で熱中症患者が続出するようになったのも、ここ15年だ。平成23年に東日本大震
災があって以降、猛暑・豪雨・台風が頻発し、想定外の自然災害に直面する機会が増えた。
　激甚化広域化している災害の様相にも鑑み、さらなる協力体制の構築が必要な時代となってきた。

あれから、15年。

月01年元和令年71成平
消防団員 2,149 2,430
消防吏員 432 453

人口 512,814 509,139
世帯数 217,138 236,293

積面

松山市

428.89ｋｍ

月01年元和令年71成平
消防団員 2,119 2,146
消防吏員 214 215

人口 175,690 151,956
世帯数 70,177 67,993

積面

今治市

419.69ｋｍ

月01年元和令年71成平
消防団員 2,285 2,058
消防吏員 139 136

人口 90,105 71,586
世帯数 35,179 31,927

積面 469.48ｋｍ

宇和島市

月01年元和令年71成平
消防団員 830 736
消防吏員 100 105

人口 41,375 32,238
世帯数 16,629 14,401

積面

八幡浜市

132.97ｋｍ

月01年元和令年71成平
消防団員 766 714
消防吏員 121 134
人口 123,859 116,392
世帯数 50,374 51,101

積面

新居浜市

234.3ｋｍ

月01年元和令年71成平
消防団員 1,849 1,576
消防吏員 134 154
人口 113,742 105,020
世帯数 43,303 45,307

積面 509.04ｋｍ

西条市
月01年元和令年71成平

消防団員 1,536 1,419
消防吏員 105 103

人口 51,198 41,201
世帯数 19,179 17,663

積面 432.2ｋｍ

大洲市

月01年元和令年71成平
消防団員 815 785
消防吏員 147 156

人口 39,618 35,508
世帯数 13,911 14,299

積面

伊予市

194.47ｋｍ

月01年元和令年71成平
消防団員 1,319 1,288
消防吏員 141 130
人口 93,201 83,630
世帯数 34,569 35,234

積面

四国中央市

420.05ｋｍ

月01年元和令年71成平
消防団員 1,829 1,703
消防吏員 56 69
人口 45,146 35,809
世帯数 17,929 15,753

積面 514.79ｋｍ

西予市

月01年元和令年71成平
消防団員 563 608
消防吏員 44 51
人口 35,109 34,286
世帯数 12,783 14,591

積面

東温市

211.45ｋｍ

月01年元和令年71成平
消防団員 345 355
消防吏員 23 27
人口 7,981 6,591
世帯数 3,623 3,253

積面

上島町

30.37ｋｍ

月01年元和令年71成平
消防団員 663 655
消防吏員 40 42
人口 10,961 7,485
世帯数 5,006 3,757

積面 583.66ｋｍ

久万高原町

月01年元和令年71成平
消防団員 308 306

員吏防消
人口 30,662 29,832
世帯数 11,375 11,844

積面 20.32ｋｍ

伊予市に含む

松前町

月01年元和令年71成平
消防団員 325 291
消防吏員

人口 22,261 20,652
世帯数 8,343 8,464

積面

砥部町

101.57ｋｍ

伊予市に含む

月01年元和令年71成平
消防団員 911 785
消防吏員
人口 19,648 15,565
世帯数 7,141 6,328

積面

内子町

299.5ｋｍ

大州市に含む
月01年元和令年71成平

消防団員 706 503
消防吏員

人口 12,416 8,540
世帯数 5,392 4,245

積面

八幡浜市に含む

伊方町

94.37ｋｍ

月01年元和令年71成平
消防団員 184 156
消防吏員
人口 4,700 3,797
世帯数 1,849 1,677

積面

松野町

98.5ｋｍ

宇和島市に含む

月01年元和令年71成平
消防団員 554 431
消防吏員
人口 12,484 9,800
世帯数 5,055 4,472

積面

鬼北町

241.87ｋｍ

宇和島市に含む

月01年元和令年71成平
消防団員 1,115 955
消防吏員 44 47
人口 27,468 19,783
世帯数 10,558 8,996

積面

愛南町

239.58ｋｍ

月01年元和令年71成平
消防団員 908,043 831,982

834,561280,651員吏防消
人口 127,767,994 125,960,000

全国
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私
た
ち
鬼
北
町
消
防
団
女
性
消
防
隊
は
、
平
成
17

年
の
町
村
合
併
で
旧
広
見
町
と
旧
日
吉
村
の
女
性
消

防
隊
が
一
つ
と
な
り
、
現
在
15
名
の
隊
員
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

年
間
の
活
動
は
、入
団
式
、夏
季
訓
練
、防
火
デ
ー
、

出
初
式
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
春
・
秋
の
火
災
予
防
運

動
で
の
マ
イ
ク
広
報
活
動
な
ど
、
普
段
は
男
性
団
員

と
共
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
火
災
や
災
害
時

に
は
、
女
性
消
防
隊
は
後
方
支
援
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
活
動
の
中
で
、
私
た
ち
女
性
消
防
隊
が
特

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
応
急
手
当
法
の
講
習
で

す
。
以
前
は
、
消
防
署
員
の
補
助
と
し
て
講
習
会
へ

参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
女
性
消
防
隊
主
体
で
講
習

会
を
や
ろ
う
！
と
一
念
発
起
し
、
消
防
署
に
出
向
い

て
勉
強
会
を
重
ね
、
技
能
及
び
知
識
の
習
得
に
励
み

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
少
し
ず
つ
で
す
が
女
性
消
防

隊
へ
の
講
師
依
頼
が
増
え
は
じ
め
、
昨
年
は
町
内
の

小
中
学
校
を
は
じ
め
自
主
防
災
組
織
や
公
共
施
設
な

ど
15
以
上
の
団
体
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
心
肺
蘇
生

法
や
、
身
近
な
も
の
を
使
っ
た
応
急
手
当
法
な
ど
の

講
習
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講
習
で

女
性
消
防
団
だ
よ
り

一
般
住
民
の
防
災
活
動
等

鬼
北
町
消
防
団
女
性
消
防
隊

森も
り 

下し
た　

美み 
穂ほ

私
た
ち
が
守
る
鬼
北
町

　

西
古
泉
自
主
防
災
会
は
、
松
前
町
内
で
は
最
も
早

く
平
成
17
年
４
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
西
古
泉
に

は
現
在
約
８
０
０
世
帯
、
１
８
０
０
人
余
り
が
住
ん

で
お
り
、
地
域
内
に
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
津

波
浸
水
区
域
や
重
信
川
洪
水
に
よ
る
浸
水
区
域
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
会
と
し
て
の
活
動
は
、
最
近
で
は
西
古

泉
ふ
れ
あ
い
運
動
会
に
お
け
る
防
災
関
係
競
技
の
実

施
、
わ
が
家
の
「
も
し
も
」
覚
書
の
配
布
、
防
災
訓

練
の
実
施
（
避
難
訓
練
、
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難

支
援
訓
練
、
浸
水
防
止
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
等
）、

防
災
関
係
備
蓄
品
の
充
実
、防
災
学
習
会
の
開
催（
防

災
士
が
講
師
と
な
り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
可

能
性
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
避
難
行
動
要
支

援
者
避
難
支
援
計
画
、
ト
イ
レ
の
作
り
方
等
）
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
初
め
て
の
取
組
と
し
て
、
避
難
行
動
要
支

援
者
の
個
別
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
松
前
町
の
計

画
で
は
、
各
地
区
に
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
（
個

人
情
報
開
示
同
意
者
の
み
）
を
配
布
し
、
各
地
区
が

そ
の
名
簿
を
基
に
個
別
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
西
古
泉
に
は
１
７
４
人
の
名
簿
掲

　

防
災
士

高た
か 

橋は
し　

昌ま
さ 

志し

避
難
行
動
要
支
援
者
の

　
　
　
個
別
避
難
計
画
の
作
成

は
、
小
学
校
低
学
年
向
け
に
紙
芝
居
風
に
し
た
り
、
高
学
年
は
親
子
で
一
緒
に
学
べ
る
内
容

に
し
た
り
、
地
域
の
敬
老
行
事
に
出
演
し
て
高
齢
者
の
方
へ
啓
発
劇
を
披
露
し
た
り
と
、
参

加
者
の
年
齢
や
団
体
の
特
性
に
あ
わ
せ
、
伝
え
方
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
大
規
模
災
害
や
緊

急
時
は
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
、
す
ぐ
に
行
動
へ
移
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
た

ち
は
、
参
加
し
た
方
に
一
つ
で
も
覚
え
て
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
で
、
講
習
会
に
臨

ん
で
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
全
て
の
活
動
が
止
ま
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
終
息
に
は
長
い
時
間
が
か
か
り
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
活
動
が
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
粛
生
活
の
中
で
も
、
地
域
の
方
々
の
安
全
・

安
心
が
守
ら
れ
る
よ
う
、
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
が
前
向
き
に
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
が
再
開
で
き
た
際
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
危
機
感
を
も
っ
て
、
応
急
手
当
法
等
の

普
及
啓
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
活
動
の
幅
も
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
女
性
ら
し
く
き
め
細
や
か
な
心
で
、
地
域
の
方
々
と
共
に
歩
ん
で
い
け
る
女
性

消
防
隊
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 　

 　

 　

 

載
者
が
い
ま
し
た
が
、
一
度
に
全
員
の
計
画
を
作
成
す
る
の
は
難
し
い
た
め
、
そ
の
内
の
独

居
高
齢
者
で
か
つ
民
生
委
員
や
見
守
り
推
進
員
の
見
守
り
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
24
人
を
作

成
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
３
人
の
民
生
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
区
域
内
の
対
象
者
を
訪
問
し
個
別
計
画
作

成
の
趣
旨
や
記
入
方
法
を
説
明
し
記
入
を
依
頼
し
ま
し
た
。
本
人
で
は
記
入
で
き
な
い
場
合

が
多
く
民
生
委
員
の
聞
き
取
り
に
よ
り
作
成
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
病
気
や
薬
の

情
報
は
書
き
き
れ
な
い
た
め
、
冷
蔵
庫
に
必
要
な
情
報
を
入
れ
て
い
る
「
救
急
医
療
キ
ッ
ト

の
と
お
り
」
と
し
ま
し
た
。
避
難
経
路
は
原
則
西
古
泉
公
民
館
を
経
由
し
て
指
定
避
難
所
で

あ
る
松
前
公
園
体
育
館
に
行
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

個
別
計
画
で
は
近
隣
協
力
員
を
決
め
る
の
が
大
変
で
し
た
。
そ
こ
で
、
組
長
会
や
回
覧
な

ど
を
通
じ
て
近
隣
協
力
員
に
な
っ
て
頂
け
る
人
を
募
集
し
た
り
個
別
で
依
頼
し
た
り
し
て
何

と
か
近
隣
協
力
員
を
確
保
す
る
事
が
で
き
、
対
象
者
全
員
の
個
別
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
対
象
者
を
広
げ
、
個
別
計
画
作
成
者
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

　

部
長

松
前
町
西
古
泉
自
主
防
災
会
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● 消防用機器等の販売

　

西
条
市
消
防
団
は
、
29
分
団
、
定
数
１
７
７
５
人
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
西
条
市
の
地
域
防
災
の
中
核
と
し
て
、
そ
の
使
命
を
果
た
す

た
め
に
、
夜
間
や
休
日
を
利
用
し
て
、
訓
練
や
機
械
器
具
点
検
、
火

災
予
防
に
伴
う
車
両
広
報
な
ど
の
消
防
団
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
消
防
団
員
の
減
少
、
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り

ま
す
が
、
西
条
市
消
防
団
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
実
員
数
は

年
々
減
少
し
、
団
員
の
平
均
年
齢
も
高
く
な
り
、
こ
の
問
題
に
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
べ
き
か
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
私
が
思
う
西
条
市
が
誇
る
も
の
の
一
つ
に
「
西
条
祭
り
」

が
あ
り
ま
す
。
西
条
祭
り
は
、
地
域
の
人
々
が
老
若
男
女
問
わ
ず
、

一
体
と
な
っ
て
屋
台
を
担
ぐ
、年
に
一
度
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。

先
に
も
言
い
ま
し
た
が
、
お
祭
り
に
は
老
若
男
女
が
集
ま
る
の
で
、

普
段
は
挨
拶
程
度
の
若
者
と
も
必
然
的
に
会
話
も
増
え
て
き
ま
す
。

そ
の
会
話
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

若
者
「
お
い
ち
ゃ
ん
、
消
防
団
の
偉
い
さ
ん
な
ん
だ
ろ
？
」

　

私　
「
偉
い
さ
ん
か
ど
う
か
分
ら
ん
け
ど
、
ま
あ
、
地
域
の
た
め

に
頑
張
り
よ
る
ぞ
。」

　

若
者
「
ほ
ー
な
ん
。
消
防
団
っ
て
面
白
い
ん
？
」

　

私　
「
消
火
活
動
と
か
危
険
も
あ
る
け
ど
、
地
域
の
み
ん
な
と
一

つ
の
こ
と
を
一
緒
に
な
っ
て
活
動
し
て
や
り
が
い
は
あ
る
ぞ
。
た
ま

に
飲
み
会
も
し
て
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
面
白
い
ぞ
。」

　

若
者「
ほ
ー
な
ん
。
そ
れ
じ
ゃ
っ
た
ら
消
防
団
に
入
ろ
っ
か
？
昔
、

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
で
消
防
団
の
お
い
ち
ゃ
ん
達
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
し

た
こ
と
思
い
だ
し
た
わ
。
今
度
は
僕
ら
が
子
供
た
ち
に
し
て
あ
げ
る

番
じ
ゃ
ね
。」

　

こ
う
言
っ
て
、
お
祭
り
が
終
わ
っ
て
か
ら
数
日
後
、
彼
は
入
団
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
肝
は
、
若
者
が
小
学
生
の
時
に
、
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
に
入
団
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
の
地

域
活
動
と
し
て
、消
防
団
と
接
す
る
楽
し
い
思
い
出
が
、大
人
に
な
っ

て
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
活
動

が
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
再
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
と
の
活
動
を
通
し
て
、
若
い
世
代

の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
、
自
分
の
地
域
は
自
分
た
ち
が
守
る
と

い
う
強
い
思
い
を
も
っ
た
団
員
を
一
人
で
も
多
く
育
て
、
西
条
市
の

支
部
だ
よ
り

●
募
集
の
目
的

　

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
地
域
防

災
の
た
め
日
夜
活
動
し
て
い
る
消
防
団
に
つ
い
て
、
子
供
達
が
身
近

な
ふ
れ
あ
い
や
活
動

・
体
験
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
ま
た
受
け
止
め
て
い
る
か
を

文
章
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
と
消
防
団
と
の
関
わ
り
を
深

め
、
自
主
的
な
防
火
防
災
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
共
に
次
世
代
の

防
災
の
担
い
手
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
者

　

全
国
の
中
学
生

●
作
文
の
形
態

　

①
作
文
の
テ
ー
マ

　
　

「
み
ん
な
一
緒
に
、
地
域
を
守
る
消
防
団
」

　

②
作
文
の
タ
イ
ト
ル
は
自
由

　

③
用
紙　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
Ａ
４
規
格
）

④
原
稿
の
文
字
数　

８
０
０
字
以
上
１
２
０
０
字
以
内
（
ワ
ー
プ

ロ
、
パ
ソ
コ
ン
等
で
の
出
力
も
可
）

⑤
原
稿
用
紙
の
１
行
目
に
は
作
文
の
タ
イ
ト
ル
、
２
行
目
に
は
学

校
名
、
学
年
、
氏
名
を
記
載
し
、
本
文
は
３
行
目
か
ら
記
載
し

て
下
さ
い
。

●
応
募
方
法

　

所
属
学
校
も
し
く
は
各
市
町
消
防
団
担
当
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限

　

各
市
町
消
防
団
担
当
締
切
：
令
和
２
年
９
月
４
日
（
金
）

●
表
彰
等

　

愛
媛
県
消
防
協
会
入
選
者
・
・
・
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

●
募
集
の
目
的

　

生
活
協
同
組
合
全
日
本
消
防
人
共
済
会
は
、
令
和
２
年
度
全
国
統

一
防
火
標
語

「
そ
の
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル
」

に
あ
わ
せ
て
、
子
供
達
が
火
災
予
防
に
つ
い
て
の
意
見
や
考
え
を
自

由
な
発
想
で
イ
メ
ー
ジ
し
絵
画
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
で
正
し
い
火

の
取
扱
い
を
考
え
な
が
ら
、
火
遊
び
や
火
災
の
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
防
火
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
防
火
ポ
ス

タ
ー
の
図
案
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
者

　

全
国
の
４
年
生
以
上
の
小
学
生
及
び
中
学
生

●
図
案
の
形
態

　

①
用
紙
は
、
市
販
の
画
用
紙
（
サ
イ
ズ
・
厚
み
は
自
由
）

　

②
図
案
は
、
未
発
表
の
も
の
で
防
火
標
語
に
合
致
す
る
も
の

③
図
案
の
み
の
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。
※
防
火
標
語
の
よ
う
な
文
字

が
入
っ
て
い
る
図
案
は
、
審
査
対
象
外
と
す
る
。

消
防
団
と
地
域
を
つ
な
ぐ
「
祭
り
」

西
条
市
消
防
団

　

副
団
長

白し
ら 

木き　

統も
と 

務む

安
心
・
安
全
を
守
る
と
い
う
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、時
代
は
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
が
、

諸
先
輩
方
が
積
み
重
ね
て
き
た
消
防
団
の
歴
史
の
重
み
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
団
長
を
中
心
に
よ
り
発
展
さ
せ
、
さ
ら
に
強
靭
な
消
防
団

と
し
て
飛
躍
で
き
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
20
回
全
国
中
学
生

　
　
　

「
防
火
防
災
に
関
す
る
」
作
文
募
集

令
和
２
年
度

　

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
図
案
募
集


